
令和７年度対ボツワナ草の根・人間の安全保障無償資金協力 

「ハボローネ市におけるジェンダーに基づく暴力（ＧＢＶ）被害者シェルター拡張

計画」引渡式の実施 

 

在ボツワナ日本国大使館 

令和８年１０月２０日 

 

 令和８年１０月１５日、令和７年度対ボツワナ草の根・人間の安全保障無償資金協力「ハボロー

ネ市におけるジェンダーに基づく暴力（ＧＢＶ）被害者シェルター拡張計画」の引渡式が、在ボツ

ワナ日本国大使館の進藤大使、チョンボ青年・ジェンダー大臣、被供与団体ボツワナ・ジェンダーに

基づく暴力防止支援センター（ＢＧＢＶＣ）のマピツェ理事長及びポロコ最高経営責任者（ＣＥＯ）、市

民社会、民間セクター、報道関係者等出席の下、ハボローネにて行われました。 

 

本計画は、ＢＧＢＶＣが運営するシェルター施設にワンルーム型住居４棟を新設することにより、

ＧＢＶ被害者及びその家族に対して安全で尊厳ある避難場所を提供することを目的としています。 

 

 引渡式において、進藤大使は、新しい施設が単なるインフラではなく、被害者に安全、尊厳及び

希望をもたらすものであると述べました。また、２０１２年の現シェルター建物の供与やＪＩＣＡ

海外協力隊（ＪＯＣＶ）の派遣を通じた同センターとの長年の協力に触れつつ、人間の安全保障に

対する日ボツワナ両国の共通のコミットメントを強調し、本施設が被害者の保護と長期的な回復を

支える同センターの能力強化につながることへの期待を表明しました。 

 

 チョンボ大臣は、シェルター施設の不足がボツワナのＧＢＶ対策における課題であると指摘した

上で、我が国の支援に謝意を表明しました。本件は、日本・ボツワナ外交関係開設６０周年の節目

に実施されたものです。 

 

 

（写真）基調挨拶を行う進藤大使 

 

（写真）挨拶を行うチョンボ青年・ジェンダー大臣 



 

（写真）挨拶を行うポロコＢＧＢＶＣ最高経営責任者 

 

（写真）挨拶を行うマピツェＢＧＢＶＣ理事長 

 

（写真）引渡しの様子 

 

（写真）式典出席者との集合写真 

 


